
外遊び 

※ 裏面に「進路相談会」の案内をさせていただいています。ご覧ください。 

 

金丸先生によるヨガ 年間３回実施予定 

 
あすなろ教室の子どもたち、１学期のスタートからゴールまで、よくがんばりました。それぞれの道で前

進し、大きく成長したと思います。あすなろ教室の子どもたちには素敵なところがいっぱいあります。中で

も自慢できるのは、優しく、思いやりが深く、人に対する共感力が高いところです。でも、それゆえに人一

倍しんどい思いをしている子どもがいます。 

アメリカの心理学者エレイン・N・アーロン博士によって提唱された HSC（Highly Sensitive Child）と

いう概念は、生まれつき敏感で繊細、感受性が強い子どものことを指します。 障害や疾患ではなく、その人

の生まれつきの特性・気質であり、ある意味才能です。(1)少しの情報から多くを察し、周りの空気を敏感に

感じ取って深く考える。(2)感覚が鋭く、匂いや音、肌触りなどの刺激を的確に感じ取る。(3)ポジティブ、

ネガティブどちらの感情も大きく、他人の感情に共感する。(4)人や周囲の環境のちょっとした変化に気づ

く。など、その特性・気質を伸ばしていけば、才能として、様々な場面で生かすことができるはずです。 

でも、そんな子どもたちが、日常生活で受ける刺激はどれほど大きいものでしょう。例えば、自分が蚊に

刺された時のことを想像してみてください。その時に感じる痛みはごくわずかですが、かゆみが残ります。

もし、蚊に刺された痛みを蜂に刺されたように鋭く感じる体質だったとしたらどうでしょう？また、そのあ

とに襲ってくるかゆみが蚊に刺された時の２倍、３倍だったとしたら、我慢できるでしょうか？視覚刺激や

聴覚刺激もそうです。もし、人並み以上に過敏だったら、その刺激を受け止めなければならないとしたら、

どれほどしんどくて苦しいでしょう？しかも、そのしんどさ、苦しさを周りの人に理解してもらえなかった

としたら・・・どれほどつらいでしょうか。過敏で、生きづらさを抱えている子どもたち、研究によれば、

人種・民族に関係なく、どの社会にも１５～２０パーセント、つまり、５人に１人の割合でいると言われて

います。もちろん過敏さの度合いや対象となるものはそれぞれですが、普通と思われている生活環境の中で、

苦しんでいる子どもたちがたくさんいるのは事実です。周りの音や声、匂い、言葉、視線、表情、動作など、

自分に向けられたものでなくても、敏感に感じ取ってしまっている子どもが、少なからずいると考えなけれ

ばなりません。 

そんな子どもたちに、がんばれ！と言いすぎてはいませんか？我慢が足りない、もっと我慢しなさい、や

ればできる、さらには、なぜできない！甘えとんじゃないん！と否定してはいませんか？蚊に刺された痛み

ならば我慢もできます。でも、蜂に刺された子どもの痛みを、我慢しなさいと放っておくことはできないは

ずです。 

あすなろ教室の子どもたち、「過敏」という才能を持った子どもがたくさんいます。その才能を決してつぶ

すことがないように、その才能を生かして、将来活躍することができるように、大切に育てていきたいと思

っています。そのために、子どもの過敏さに対する自分の共感力を高めることを目指します。自分にはない

才能ですので、努力して磨きたいと考えています。 

【室長コラム】 

 

             

  

 
 

1 学期のゴールを迎えました。 

健康管理をしっかりして、暑さに負けずに充実した夏休みにしましょう！ 
 

  

 

 

 

 

       

       

 

 

 

 

 

 

  
 

      

   

     

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（月）カウンセリング 

２日（火）外国語活動 

１９日（金）1 学期終業式  
 

※２０日（土）～９/１（日）夏季休業 

※夏休み学習会（自主参加）9:30～12:00 

【前期】７/２２日（月）～２６日（金） 

【後期】８/１９日（月）～２６日（月） 

※8/21（水）、土曜、日曜は休み 

２０２４年 

７月号 

 

みんなで育てたあすなろ花壇の花々です。 



「あすなろ教室」 TEL 0897-37-7474 

FAX 0897-32-6822 

e-mail  asunaro@city.niihama.lg.jp  

 

  
               
８月４日（日）に、文化センター別館の４階・大会議室で「進路相談会」を開催します。中学校へ

の登校が難しかった生徒を受け入れてくれている高等学校の先生方から、各校の説明を個別で聞ける

絶好の機会です。下記要領で実施します。事前申し込みは必要ありません。自由にお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


